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本日は、お忙しいところ、当社の決算電話会議説明会にご参加

いただき、ありがとうございます。また、平素は当社事業につき、ご

理解・ご協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。

それでは、ただいまから、2016年3月期 第3四半期実績と通期

の見通しについて、ご説明させていただきます。
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2016年3月期 第3四半期は、減収・増益の決算となりました。

連結売上高は、ガス事業においてガス販売単価が下落したことや、ガス販売量が減少

したことなどから、前年と比べて10.5％、1,105億円減収の、9,447億円となりました。

連結経常利益は、LNG価格の下落に伴う原材料費の減少により、ガス事業の利益が

増加したことなどから、前年と比べて78.0％、454億円増益の、1,036億円となりました。

連結四半期純利益は、前年と比べて55.4％、263億円増益の、739億円となりました。

大阪ガス個別のガス販売量について、家庭用は、気水温が高く推移し、暖房や給湯

の需要が減少したことなどにより、前年を2.8％下回る、

12億3,400万m3となりました。

商業用・公用・医療用は、ガス機器の高効率化やお客さまの省エネルギーが進んだこ

と、お客さま設備の稼働が減少したことなどにより、前年を2.6％下回る、

10億1,300万m3となりました。

工業用は、お客さま設備の稼働が減少したことなどにより、前年を2.5％下回る、30億

900万m3となりました。
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資料の4ページには、ただ今ご説明しましたガス販売実績をま

とめています。

連結ガス販売量は、前期を2.4％下回る、56億1,500万m3となり

ました。
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資料の5ページに、決算数値をまとめていますので、ご確認下

さい。

第3四半期の実績については、

原油価格の下落などにより、ガス事業でのスライド差益が拡大し

たことなどにより、営業利益・経常利益ともに前年を上回りました。

スライド差益は前年から597億円上回り、558億円となりました。
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資料の6ページには、資産・負債項目などの実績をまとめていま

す。

設備投資では、国内での発電所建設投資や材料ソリューション

事業などへの投資を進めておりますが、前期に比べて海外の上

流事業投資が減少したことなどから、前年実績を42億円下回る

783億円となりました。
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次に、新規事業拡大投資計画の進捗ですが、第3四半期では計

739億円の新規事業拡大投資を実行いたしました。

また、2009年4月以降の累計意思決定金額は、6,330億円となり

ました。

引き続き、成長のための投資を進めてまいりたいと考えています。
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続いて、2016年3月期通期の見通しを修正しておりますので、ご説明い

たします。

まず、第4四半期の前提諸元については、先物価格やシンクタンクの予

測なども踏まえ、原油価格を1バレルあたり40ドル、為替レートを1ドルあた

り120円といたしました。

個別のガス販売量は、家庭用では気水温による影響を織り込み、前回見

通しを3,500万m3下回り、業務用・その他では、お客さま設備の稼働減少

などの影響を織り込み、前回見通しを8,100万m3下回ると想定しています。

連結経常利益につきましては、ガス販売量が減少するものの、スライド差

益の拡大などに伴い、ガス粗利益が増加することなどから前回見通しを50

億円上回ると想定しています。
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資料の9ページには、通期のガス販売量の見通しを、前年と比較して整

理していますのでご確認ください。
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資料の10ページには、通期の収支見通しを、前年と比較して整理してお

ります。

売上高は、前年を12.4％下回る1兆3,390億円、

営業利益は、前年を38.5％上回る1,455億円、

経常利益は、前年を24.8％上回る1,350億円となる見通しです。
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資料の11ページには、資産・負債項目や、主な財務指標の見通しを、まと

めておりますので、ご確認下さい。

通期のROA・ROEは、それぞれ、5.0%、10.1%となる見通しです。

さらにお手元に、ご参考資料として、詳細な決算の差異分析資料や、セグ

メント別内訳などの資料を添付しておりますので、あわせてご覧下さい。

以上で、2016年3月期 第3四半期決算についてのご説明を終わらせてい

ただきます。ありがとうございました。
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